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対象 「ぐんま赤い糸プロ ジェクト(あいぷろ)J事業および 「街コンJ
研究期間 平成 25年 4月~平成 26年 3月
1.研究の背景と目的
現在、我が国ではジェンダ一規範 ・男女結婚観にギャップがあり 、適当な相手にめ ぐり会わな
い、結帰後の生活資金が足りない、自由や気楽さを失いたくないなどの理由で未婚化 ・晩婚化が







方、「街コン」 は 「出会いJIクツレメ JI出舗繁盛JI地域活性化」 を狙いと し、近年全国各地 で盛
んに開催されている。




(1)未帰化 ・晩婚化・少子化を巡る現状 1) 
1980年の日本では、男女とも 30代前半までに多くが結婚しており、性慌未婚率は男性二2.60Ci{)、
女性 4.45%であった。しかし、急速な晩婚化・未婚化に伴い、 2010年では男性 20.14%、f;.:性
10.61 %に達している。こうした晩婚化・ 未婚化の進行は、少子化の、そして人口減少社会の大き
な要因となってい る 。 18~39 歳の未婚者の 9 割弱が結婚願望を抱いているが、異性の交際相手が





由がある と思われる。政府はず一成 25年 3月 25日に有識者による「少子化危機突破タスク フォー
スjを発足し、具体策を検討した結果を 6月 7日に少子化社会対策会議において決定した。また、
自民党の議員連盟 「婚活・街コン推進議連j の設立総会が平成 25年 11月 26日に国会内でIJ¥'Iか
れた。会長の小池百合子議員は総会で 「少子化対策と地域活性化という 2つの国家的課題をいっ
ぺんにn付けて しまう j と強調 している。以上の状況から半成 26年度から各地の婚活・街コ ン事
業への国策としての支援が検討されている。
(2) Iぐんま赤い糸プロジェクト(あいぷろ)J 事業について~) 
「あいぷろJは依然進行する未婚化・晩婚化を受け、群馬県少子化対策・青少年課が独身円性
の多いl臨場、独身女性の多い職場があることに着目し、従業員の山会いの確保について木事業に
賛同する企業 ・団体のネットワーク化を図り 、 結婚を考えながらも出会いの機会が減少している
独身男女の交流を促進しようとする ものである。具体的には、独身者の出会いの場への参加案内



































第 1回イベントの行われた平成 20年 3月 2日のカップリング、パーティーから、 平成 25年 10








表 1に平成 25年 10月 31日時点までの総括した数値を示す。ただし、平成 23年度は東日本大










表 1 年度別事業実施状況 (H25. 10.31現在)
各年度 H19 I-20 H21 1-22 [23 H24 H25. 10.31 備 考
会員団体数 87 166 269 285 298 333 366 
協賛団体数 4 10 27 42 43 48 55 
イベン ト数 23 39 75 52 63 56 
.‘ー・・ーー.・ーー干・・----ー.褐峰崎.・一‘培砂. ・-<4・-----・・・----“ー・----圃』・ー.暢静 ー・-骨.・-‘・ー・・ー---ー・ーーー ーーー 事・・ー ・・・・ー4・4・4・-ー・
累計 24 63 138 190 253 309 
成婚組数 2 5 4 4 。
-・4・4ーー・ー・・ーーー---------一ー・ー一----一一一一-一 ー・4‘----ー・ー・'‘--ーー・ーー・“ーー・-ー・--ーーーー------・F骨-・・・・・4・ーー--・--
累計 3 8 12 16 16 
参加人数 延べ 7，480名(男性3，858名、女性3，622名)
注l
カップル成立数 753組(イベン ト当日 のカップリング結果累計)
独身会員数 男性23，163人、女性14，251人
群馬県少子化対策 ・ 青少年課 『ぐんま赤い糸プロジェ クト実施状況~ (平成 25年 10月 31日)





連携団体数 :9か所(桐生 ・沼田 ・館林 ・藤岡 ・富岡 ・下仁田 ・南牧 ・高崎の各社協と板倉町)
個人登録者数:541名 (男性 275名、女性 266名) 10月末現在
・ぐんま縁結びネ ットワークとの連携(会員団体と して登録)




協賛イベン ト:]R主催の婚活列車 日帰 りイベン 卜 (平成 24年 7月 7日)参加者募集協力
(会員団体への周知)
HPリンクによる PR協力 「街コンJ:前コン(前橋市)、高コン (高崎市)、ISEコン
(伊勢崎市)、伊香保コンパ(渋川市)
(3) ["あいぷろ」現地調査
イベン トの現地調査については、 事前に主催者の承諾を得てから取材を行った。平成 23年度は、
前橋市川原町、利根郡片品村、高崎市椿町、邑楽郡板倉町 (2回)、甘楽郡下仁田町および太田市
西矢島町の 7イベントを調査 した。平成 24年度は、甘楽郡下仁多田町、甘楽郡南牧村、高崎市島
野町¥太田市新田金井町、多野郡上野村、 邑楽郡千代田町、邑楽郡板倉町(写真 l、2)および桐生
市織姫町の 8イベント 、およびコミュニケーションカを指導する高崎市下乃城町での婚活セ ミナ
ーを調査した。本年度は、卜[25.8. 18高崎市飯塚町で実胞された「婚活イベン 卜 「ぐんぐんまりつ
じJatヴィラ ・デ ・マリアージュJ(ぐんまを元気にする会主催)を調査した。男性 27名、女性
31名が参加し、 7カップノレ(男性 26%、女性 23%)が成立した。 主催者がイベントに新しい創意工
夫をし、会員が一致協力して熱心に取 り組み、イベントを成功裡に収めていることに感銘を受け
た。なお、本カ ップ。ノレの結婚式にはウエデイングドレスを進呈するとのことであった。
いずれも基本的なイベン 卜の流れは、①受付¥②フ。ロフィ ールカード記入、③l対 lトーク(約
2分間)、④立食ノミーティーまたは体験(バーベキュー、こんにゃく 作り、パン作り、バター作り、
ゲームな ど)、@フ リー トーク、@カップ リング、⑦カップ。ル発表もしくは⑥相互に意中の男女が
連絡先を交換、 ⑦なし、である。何れも主催団体、協賛団体の担当者やボランテイアが周到な企画
とともにイベン トを一丸となって盛上げよ うとする活躍の様子が印象深い。「あいぷろ」 はカ ップ
ノレ成立までの事業であり、その後の結婚まではカッフ。ル各自 の自 己責任と している。主催者に結












れた栃木県宇都宮市の「宮コン」でこれまで 48回も開催され参加者は l回に 3，000人を集めるほ
どになっている。こういった取組みが話題となり各種メディア等でも取り上げられ、今や全国各
地で開催されるまでになった。現在、全国組織として(社)円木街コン協会と街コンジャパン(リ
ンクパル社)がある。 「出会いの場倉Ijrlfr J I飲食居等の販促JI地域活性化」が融合した大型合コン
イベン卜として全国的に盛況で、今後も拡大が予想される。「復興の力Jになるとして東 日本大震





本年度は 5月 18日(土) 19 :00~23:00 開催された第 44 回宮コン(写真 3) および宮コン実行
委員会会長佐々木均氏に取材を行った。
参加者は 19 : 00 指定された居舗集合、 19 ・ 30~23:00移動自由
参加人数:合計 1，500名(男性 750名、女性 750名)、男性も女性も 2人 1組で参加
参加費男性 7，000円、女性 3，500円(早害Ij2， 500円)
主催団体:宮コン実行委員会 参加屈舗:約 60}古舗
1) I街コン」のルーツである宮コンは、平成 16(2004)年 8月に宇都宮で産声を上げた。第 l回は







質の良い 「街コンJとするために約 25団体が集まり、 2012年 9月 25日に宮コン実行委が中心
となって I(社)日本街コン協会Jを設立。 11月 21日に第 1回 「街コンサミット 2012Jを宇都








6) 参加者ーは男女とも出会う相手により畿運同様悲喜交 、々 一時的な出会い、またはあわよくば良
し、出会いを期待して共に飲食を楽しむことで屈はどこも活気にほれていた。
3.考察
出会いを目的としては、 (A)お見合い、 (13) 時活に)j点を置いたカップリンクοパーティ一、 (C)
合コン、 (D) 広人の紹介、といったものがあるが、図 2に示すような位置づけになると考えられ
る-l) Iあいぷろj イベントは (13)、「街コン」は (C)に位置づけられるヨ)。従って、「街コン」 は婚
活としては非効率的ではあるが、全国|切に参加右数 (平成 25年度 「街コンジャパン」で 2，268， 500 






























































































3)街コン掲載記事、URL(http://machicon. jp/index. php) (2012) 
4)街コンデータ/街コンまとめ、URL(http://machicom-maticome. com) (2013) 
5) 富永朋信「全国各地で大ブームの 「街コン」は“リアル版 Facebook"かJ2011年 12月、
街コンメディア掲載情報、 http://machicon.jp/media(2013)
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